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ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
に
ご
協
力
を！

『
燃
や
さ
れ
て
い
る〝
ご
み
〞を
減
ら
す
２
つ
の
取
組
』

　

市
で
は
資
源
循
環
型
社
会
を
目
指
し
、
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

み
の
分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
資
源
の
有
効
利
用
や
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
な
ど
を
進
め
る
た
め
、
新
た
に
可
燃
ご

み
の
減
量
を
目
指
し
た
取
組
を
実
施
し
ま
す
。

　ごみ減量化は、ごみ焼却による二酸化炭素排出量の削減など環境負荷の軽減につな
がることから、これまでも「ごみの分別による資源物回収」や「有料指定袋の導入」など
に取り組んできています。今後は、平成27年度の可燃ごみ処理量の目標値を達成す
るため、新たな取組として生ごみ減量化に向けた「通風乾燥型生ごみ処理機」の公開実
験と「雑がみ回収袋」の導入を行います。

可燃ごみの減量に向けた新たな取組

現状の取組
分別による資源回収、有料指定袋の導入、事業系紙ごみの搬入規制
生ごみ堆肥化の促進、剪

せん

定
てい

木の資源化の促進など

新たな取組
生ごみの減量化（「通風乾燥型生ごみ処理機」の公開実験）
分別回収の徹底（「雑がみ回収袋」の導入）

　毎日の生活で排出される可燃ごみは、市民や事業所の皆様のご協力により、平成
13年度と比較して約１万ｔ

トン

減少しています。しかし、平成22年度からは増加傾向と
なっています。

可燃ごみの処理量と今後の目標

　上田地域広域連合では「ごみ処理広域化計画」を策定し、可燃ごみ処理量の目標値を
定めています。この計画では、上田市の平成27年度の目標値を33,712ｔとしているこ
とから、平成24年度の処理量よりも約2,000ｔの減量が必要となります。

家庭から出された可燃ごみの内訳

　上田クリーンセンターに運びこまれ
た家庭系可燃ごみの内訳を調査した結
果、「生ごみ」が54.1％で最も多く、「リ
サイクル可能な紙類」も7.1％含まれて
いることが分かりました。

上田クリーンセンターの
ごみ組成分析（家庭系）の結果
実施時期　平成25年６月
調査対象　上田クリーンセンターに
　　　　　運びこまれた家庭系可燃
　　　　　ごみ

22



パネル展示の実施

●日時　　２月４日㈫～14日㈮の平日
　　　　　午前９時～午後５時（４日㈫のみ午後６時）
●場所　　福祉会館１階（市役所斜め向かい側）

公開実験の実施内容

　風の力により「生ごみ」の水分を減少させる乾燥
機です。公開実験では、市販されている機器を利
用します。
（今回実験に使用する機器は、実勢価格18,000円
程度で市販されています）

「通風乾燥型生ごみ処理機」とは

通風乾燥型生ごみ処理機

　生ごみの大半は水分です。家庭でのひと工夫で重さを10％程度減量できるとされています。
　生ごみは、可燃ごみとして出す前に「水切り」することで減量できますが、市販されている「生ごみの減量化機器」を
活用することによりさらに減量ができます。今回は生ごみの減量化機器のうち、「通風乾燥型生ごみ処理機」の減量効
果や使用中の音や臭いなどを体感してもらうため、公開実験を行います。大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
※土日祝日は実験のみ実施し、公開はしません。

「通風乾燥型生ごみ処理機」の公開実験

～「通風乾燥型生ごみ処理機」を利用した「生ごみ」の減量公開実験を行います～

新たな取組❶

①「通風乾燥型生ごみ処理機」の減量効果測定

　４台の機器を運転し、乾燥時間を「６時間」、「８時間」、
「10時間」、「12時間」として測定します。「生ごみ」の重
さは一定で行います。時間ごとの重さや容器内でのか
さの変化を測定します（４台は時間差で運転を開始しま
す）。
　また、機器本体の大きさ、音、臭いなどを体感いただ
けます。

②保管試験の実施

　実験期間中に乾燥させた「生ごみ」は、実験翌日から期
間終了まで展示します。公開実験の２日目以降は乾燥し
た「生ごみ」の状況が確認できますので、臭いなどを体感
いただけます。

実験内容

福祉会館会場 ２月　
４日火 ５日水 ６日木 ７日金 ８日土 ９日日 10日月 11日火 12日水 13日木 14日金

実験の公開 ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○

「通風乾燥型生ご
み処理機」の減量
効果測定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

保管試験

　公開実験と関連し、過去に同じ機器で実験した結果や、市で今後行う可燃ごみの減量化施策についてパネル展示を
行います。
①市役所本庁舎　●日時　２月４日㈫～28日㈮の平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　●場所　１階エレベーター前
②福祉会館　　　上記公開実験と同時開催

「新たな取組②」は次ページをご覧ください。
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「雑がみ回収袋」のイメージ

　家庭から出された可燃ごみには、資源にできる紙類も多く含まれ
ています。特に雑がみ類が多く、これを分別して資源物として出す
ことで可燃ごみを減量することができます。そこで、家庭での分別
が行いやすくなるように「雑がみ回収袋」を新たに導入します。

新たな取組❷
「雑がみ回収袋」の導入

　「雑がみ回収袋」には雑がみ全般を入れることができますが、特に
束ねづらく可燃ごみになりがちな小さなものを集めるのに便利で
す。

「雑がみ回収袋」の利用方法

　４月からは次の３つの方法で資源物回収所に出すことができま
す。
①ひもで束ねる（十文字に縛る）
②「雑がみ回収袋」の利用（ひもで口を閉じる）
③紙袋や封筒の利用（ひもで口を閉じる）
※丸子地域では、小さな紙類、束ねづらい紙類のネット回収も引き
　続き行います。

雑がみの出し方

　「雑がみ回収袋」は４月以降に各自治会を通して配布しますのでご
利用ください。

配布方法

　実験に使用する「通風乾燥型生ごみ処理機」以外にも生ごみを乾燥、堆肥化する機器などが市販さ
れています。市では、購入費に対して次のとおり補助金を交付していますのでご利用ください。

種　　　　　　類 補　助　率 補　助　限　度　額

堆肥化容器（コンポスト・密閉容器など）

購入費の１／２

１台につき3,000円

生ごみ処理機（乾燥式・バイオ式など） １台につき30,000円

生ごみ堆肥化基材（ぱっくん）※ 20ℓ（１袋）につき200円

※販売はエコ・ハウス（上田クリーンセンター内　TEL23・5144）

　  廃棄物対策課　　TEL22・0666　　  市民生活課　　　TEL42・1054
　　  市民生活課　　　TEL72・0154　　  市民生活課　　　TEL85・2827

　  資源循環型施設建設関連事業課　TEL71・8082

ごみ減量化機器等購入補助金をご活用ください。

新聞、折込チラシ、ダンボール、
雑誌、紙パック以外の資源化可
能な紙類のことです。
例えば、トイレットペーパーの
芯、小さな菓子類の箱、封筒、
メモ用紙、ティッシュの箱など
です。

雑がみとは
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市・県民税、所得税の申告期間は

２月17日月～３月17日月です
　市・県民税、所得税および復興特別所得税の申告が始まります。申告は適正な課税のための大切な手続き
ですので、忘れずに申告しましょう。
○申告相談・受付期間（市・県民税、所得税および復興特別所得税共通）　２月17日㈪～３月17日㈪（土・日曜日を除く）
○申告相談・申告受付場所　上田市民会館、丸子・真田・武石地域自治センター、その他出張会場　
　詳細は、各世帯に配布しました「平成26年度 市・県民税申告の手引」をご覧ください。

　１月１日（賦課期日）現在、市内にお住まいの方は、市・
県民税の申告が必要です。
　ただし、次に該当する方は、原則申告の必要はありませ
ん。
　○確定申告書を提出される方
　○給与所得のみの方で、勤務先から上田市へ給与支払報

告書の提出がある方
　確定申告が不要でも市・県民税の申告が必要になる場合
があります。詳細は「平成26年度　市・県民税申告の手引」
をご覧いただくか、問い合わせください。

◆市・県民税の申告で医療費控除などをお忘れなく
　すでに所得税および復興特別所得税の申告を済ませ、税
額が０円であった方でも、控除額が異なるために市・県民
税は課税になることがあります。この場合でも、医療費控
除や社会保険料控除、扶養控除や寡婦（夫）控除などの申告
により、市・県民税を軽減できる場合があります。

○申告しなければならない方
①営業・農業・不動産所得などの所得合計額が各種控除合計額
を超える方

②給与の年収が2,000万円を超える方
③給与所得者で給与以外の所得が20万円を超える方
④２か所以上から給与があり、給与以外の所得と、年末調整
されなかった給与の収入額が合計で20万円を超える方な
ど

※還付申告をする場合は、給与以外の所得の合計額が20万
円以下であっても、それら全部を含めて計算しなければな
りません。

○申告すると給与や年金などから源泉徴収された所得税
　および復興特別所得税が還付される可能性のある方
①マイホームを住宅ローンなどで取得した方
②多額の医療費を支払った方
③災害、盗難などにあった方
④年の途中で退職し再就職していない方など

○申告時の必要書類
　源泉徴収票（原本）、印鑑
　領収書や証明書など、本人名義の預金口座の分かるもの

○復興特別所得税について
　平成25年分から平成49年分までの各年分については、所
得税と併せて復興特別所得税の申告および納付をすることと
されています。復興特別所得税の額は、各年分の基準所得税
額（原則としてその年分の所得税額）に2.1％の税率を掛けて
計算した金額です。

○公的年金などを受給している方へ
　公的年金などの収入合計額が400万円以下で、かつ、
公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万円以
下である場合には所得税および復興特別所得税の確定申
告は不要です。
※医療費控除や社会保険料控除、扶養控除や配偶者控除
　などを含めた市・県民税の申告は必要です。
 
◆年金事務所などから送付される「公的年金等の受給者
　の扶養親族等申告書」の提出はお済みですか？
　「公的年金等の受給者の扶養親族等申告書」は毎年10月下
旬から11月上旬までに年金事務所などから送付され、12月
上旬に提出するものです。扶養者がいない場合や控除がない
場合、昨年と変わりがない場合であっても提出が必要です（加
入している年金制度により送付の条件や時期は異なります）。
年金事務所などへの提出を忘れた場合などは配偶者、扶養、
障害、寡婦（夫）などの控除が反映されず所得税が課税されて
いる場合がありますが、確定申告をすることで納めすぎた所
得税が還付されます。

税理士無料申告相談会 記帳・青色相談コーナー

期日
２月17日㈪
～３月13日㈭
（土日を除く）

３月３日㈪
～13日㈭

（土日を除く）

３月３日㈪
～７日㈮　

２月24日㈪
～28日㈮　

時間 午前９時～正午
午後１時～４時

午前10時～11時30分
午後１時30分～３時

場所
上田市民会館
（市・県民税申
告会場に併設）

上田税務署
上田市民会館
（市・県民税申
告会場に併設）

上田税務署

対象

小規模事業所得者（消費税申告
を含む）、給与所得者および年
金受給者などで、譲渡所得のあ
る方を除く。

◇税理士無料申告相談と記帳・青色相談コーナー

　上田税務署　TEL22・1234

◇平成26年度市・県民税の申告

　  税務課　TEL23・5115

◇平成25年分所得税・復興特別所得税の確定申告

　市・県民税の申告をされなかった場合、消費税率引き
上げに際して予定されている「臨時福祉給付金」の手続き
において不利益を受けることがあります。収入がない場
合にも、必ず申告をお願いします。

55



交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・

市
立
美
術
館
の
開
館
に
向
け
て

市
長　

日
頃
か
ら
お
二
人
に
は
交
流

文
化
施
設
の
整
備
で
大
変
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

津
村
さ
ん
に
は
、
昨
年
10
月

か
ら
、
市
の
参
与
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
、
開
館
に
向
け
て
、

よ
り
精
力
的
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
館
長
も

お
願
い
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、

私
た
ち
も
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。

津
村　

滋
賀
県
の
琵
琶
湖
ホ
ー
ル

や
、
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
の
立

ち
上
げ
な
ど
、
30
年
い
ろ
い
ろ
な

ホ
ー
ル
を
開
館
・
運
営
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
は
福
岡
の
北
九
州
芸

術
劇
場
を
立
ち
上
げ
、
館
長
を
し

て
い
ま
す
。

　
　
「
文
化
」は
一
部
の
人
が
趣
味

で
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
国
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
10
月
に
は
上

田
に
も
ホ
ー
ル
が
で
き
、
新
し
い

文
化
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
く

か
と
い
う
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
い
い
形
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
長　

次
に
佐
田
さ
ん
で
す
。
開
館

の
こ
け
ら
落
と
し
事
業
を
始
め
と

す
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
、
豊
富

な
経
験
や
人
脈
を
活い

か
し
て
ご
指

導
、
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
け
ら
落
と
し

は
、
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
を

予
定
し
、
そ
の
後
の
事
業
展
開
も

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
田　

こ
の
施
設
が
計
画
段
階
の
平

成
20
年
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
現

在
は
ホ
ー
ル
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
行
う
事
業
の
中
身
、
演
技
・

演
舞
す
る
方
の
ご
助
力
が
で
き
る

よ
う
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

良
い
も
の
を
お
見
せ
で
き
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
期
待
し
て
い
る
よ
う
な
タ

レ
ン
ト
な
ど
、
い
ろ
ん
な
方
を
呼

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

施
設
の
特
徴

市
長　

平
成
24
年
８
月
に
着
工
し
た

施
設
の
建
設
工
事
は
、
お
お
む
ね

今
年
の
５
月
頃
に
は
終
了
し
、
そ

の
後
は
周
辺
の
外
構
工
事
に
移
っ

て
い
く
状
況
で
す
。

佐
田　

途
中
で
天
井
の
構
造
基
準
が

変
わ
り
、
大
変
だ
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
。

市
長　

東
日
本
大
震
災
が
起
き
て
天

井
構
造
基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
し

た
。
昨
年
国
か
ら
示
さ
れ
た
耐
震

基
準
は
市
の
設
計
を
上
回
る
高
い

基
準
だ
っ
た
た
め
、
見
直
し
を
し

て
予
算
も
追
加
計
上
い
た
し
ま
し

た
。
安
全
面
を
高
め
た
も
の
が
一

番
と
、
強
い
地
震
に
も
耐
え
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。

津
村　

震
災
の
時
に
は
多
く
の
ホ
ー

ル
の
天
井
が
落
ち
ま
し
た
。
そ
の

様
子
を
見
る
と
、
や
は
り
き
ち
ん

と
し
た
も
の
を
作
ら
な
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

市
長　

さ
て
、
大
ホ
ー
ル
で
す
が
、

固
定
席
が
１
５
３
０
席
、
可
動
席

や
立
見
席
も
入
れ
て
１
６
５
０
人

ま
で
収
容
可
能
で
す
。
緑
色
を
基

調
と
し
た
横
縞
の
椅い

子す

は
、
深
々

と
し
て
座
り
心
地
も
良
く
大
変
気

に
入
り
ま
し
た
。
壁
板
は
音
響
効

果
を
よ
り
高
め
、
豊
か
な
響
き
を

も
た
ら
せ
る
よ
う
に
、
重
量
感
の

新春座談会 文化の薫るまちづくりに向けて

交流文化芸術センター・市立美術館の　　
オープンに期待を寄せて

ホ
ー
ル
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ホ
ー
ル
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー  

佐
田
佐
田  

繁
理
繁
理
氏氏

参
与
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

参
与
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

津
村
津
村  

卓卓
氏氏

上
田
市
長

上
田
市
長

母
袋
母
袋  

創
一
創
一

　

い
よ
い
よ
10
月
２
日
、
待
望
の
交
流
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
・
市
立
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

今
回
、
専
門
的
な
立
場
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
、
市
の
参
与
兼
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
津つ

村む
ら

卓た
か
し

さ
ん
、
ホ
ー
ル
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐さ

田だ

繁し
げ

理り

さ
ん
の
お
二
人
を
お
迎
え
し
、「
文
化
の
薫
る
創
造

都
市
」の
実
現
に
向
け
た
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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あ
る
カ
ラ
マ
ツ
を
ラ
ン
ダ
ム
に
組

み
合
わ
せ
た
も
の
を
配
置
し
ま
し

た
。
カ
ラ
マ
ツ
は
市
内
の
市
有
林

か
ら
切
り
出
し
た
間
伐
材
を
使
用

し
、
地
産
地
消
に
も
配
慮
し
て
い

ま
す
。

　
　

小
ホ
ー
ル
は
、
音
楽
ホ
ー
ル
に

劇
場
機
能
を
織
り
込
ん
だ
特
徴
あ

る
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
こ
こ
に
も
地

元
産
の
木
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

壁
の
色
は
少
し
濃
い
茶
系
で
、
椅

子
は
赤
色
で
す
。
ピ
ア
ノ
も
あ
り

ま
す
の
で
、
コ
ー
ラ
ス
の
発
表
、

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
多
目
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。

津
村　

演
奏
家
の
指
使
い
や
役
者
の

飛
び
散
る
汗
を
、
と
て
も
身
近
に

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
締
ま
っ
た

空
間
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

傾
斜
の
あ
る
一
階
席
の
み

で
な
く
、
二
階
席
は
バ
ル
コ
ニ
ー

ス
タ
イ
ル
で
、
い
ろ
ん
な
視
点
か

ら
演
技
者
の
動
作
を
見
ら
れ
ま
す

し
、
照
明
や
音
響
効
果
も
工
夫
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
大
ス
タ
ジ
オ
で
す
が
、
リ

ハ
ー
サ
ル
を
本
番
と
同
じ
よ
う
に

で
き
る
よ
う
に
、
大
ホ
ー
ル
の
舞

台
と
同
じ
広
さ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
舞
台
芸
術
の
練
習
発

表
に
も
利
用
す
る
目
的
で
設
計
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
津
村
さ
ん

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
、
大
ス
タ
ジ
オ
に
舞
台
設
備

を
整
え
ま
し
た
。

津
村　

最
初
は
リ
ハ
ー
サ
ル
室
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
加
え
て
お
芝
居

や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
の
発
表

の
場
と
し
ま
し
た
。
プ
ロ
の
方
だ

け
で
は
な
く
、
市
民
の
方
が
時
間

を
か
け
て
作
品
を
作
っ
て
い
く
空

間
と
し
て
有
効
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
設
備
を
劇
場
仕
様
の
も
の
に

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
ホ
ー
ル
事
業
の
展
開

市
長　

ホ
ー
ル
事
業
の
一
番
の
課
題

は
ど
の
よ
う
に
事
業
展
開
を
し
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

昨
年
６
月
に
、
ど
ん
な
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
も
ら
い
た

い
か
市
民
の
皆
さ
ん
に
意
向
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
上
位
に
は

「
劇
団
四
季
」、「
さ
だ
ま
さ
し
」さ

ん
、「
辻つ
じ

井い

伸の
ぶ

行ゆ
き

」さ
ん
、「
宝
塚

歌
劇
団
」、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
」

な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
も
様
々
で
、
皆

さ
ん
が
広
い
範
囲
の
多
種
多
様
な

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
呼
ん
で
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。

津
村　

ホ
ー
ル
は
こ
の
よ
う
な
公
演

や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
場
所
で
あ

り
、
見
て
感
動
し
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
お
客
さ
ん
と
い

う
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
形

で
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市
民

参
加
で
何
か
を
作
っ
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
参
加

す
る
こ
と
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
小
学
校
や
施

設
な
ど
に
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
お
呼

び
し
、
す
ご
く

身
近
に
接
し
て
、

ア
ー
ト
を
感
じ
て

い
た
だ
く
こ
と
も

重
要
で
す
。

　
　

ホ
ー
ル
と
同
時

に
上
田
市
と
い
う

街
が
活
性
化
し
て

い
く
こ
と
を
一
つ

の
大
き
な
目
標
と

し
て
、
進
め
て
い

け
れ
ば
良
い
と
思

い
ま
す
。

佐
田　

上
田
が
い
い
と
こ
ろ
だ
と
い

う
こ
と
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
お
越
し
い

た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し

て
い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
一
番
良
い
と
思
い

ま
す
。
施
設
が
素
晴
ら
し
い
と
思

え
ば
、
必
ず
戻
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
し
、
そ
の
繰
り
返
し
が
、
こ
け

ら
を
落
と
し
た
後
の
展
開
に
繋つ
な

が

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
共
感

を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
催
し
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
　

上
田
は
新
幹
線
を
使
え
ば
東
京

か
ら
も
日
帰
り
が
で
き
る
距
離
で

す
か
ら
、
東
京
の
お
客
さ
ん
も
来

ら
れ
る
よ
う
な
発
信
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
津
村
さ
ん
と

も
お
話
し
し
て
、
日
本
各
地
で
予

選
会
を
開
催
し
上
田
で
本
選
を
行

う
な
ど
、
全
国
か
ら
人
が
集
ま
り

こ
の
ホ
ー
ル
で
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
、
じ
っ
く
り
と
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
長　

職
員
を
含
め
、
私
た
ち
は
こ

う
い
う
大
き
な
体
験
は
初
め
て
で

あ
り
、
未
知
の
分
野
で
す
。
皆
さ

ん
の
よ
う
な
先
人
、
プ
ロ
の
お
力

を
お
借
り
し
て
、
私
た
ち
も
総
力

で
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

大ホール・小ホール客席イス

建設が進む交流
文化芸術セン
ター（上写真）と
市立美術館（右
写真）
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「
育
成
」を
理
念
に
し
た
美
術
館

市
長　

も
う
一
つ
の
特
徴
的
な
部

分
、
美
術
館
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
ま
す
。

　
　

美
術
館
の
オ
ー
プ
ン
時
に
は
、

山
本
鼎か
な
え

、
石
井
鶴つ
る

三ぞ
う

、
そ
し
て
ハ

リ
ー
・
Ｋ
・
シ
ゲ
タ
と
い
う
、
上

田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
を
中
心

に
常
設
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
　

山
本
鼎
が
提
唱
し
て
き
た
自
由

画
教
育
運
動
の
精
神
を
大
切
に
し

よ
う
と
い
う
思
い
か
ら
、「
育
成
」

を
理
念
と
す
る
館
の
柱
が
で
き
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
象
徴
と

な
る
施
設
と
し
て
、
こ
の
美
術
館

に
は
全
国
で
も
珍
し
い「
子
ど
も
ア

ト
リ
エ
」を
設
け
、
こ
の
施
設
を
中

心
に
し
た
子
ど
も
の
育
成
事
業
の

展
開
に
つ
い
て
も
、
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

佐
田　

現
在
建
設
中
の
施
設
の
仮
囲

い
に
も
子
ど
も
た
ち
の
絵
を
展
示

し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

市
長　

３
０
０
ｍ
に
渡
っ
て
保
育

園
・
幼
稚
園
児
か
ら
高
校
生
ま
で
、

工
事
用
の
仮
囲
い
を
利
用
し
て
絵

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
上
田
染
谷

丘
高
等
学
校
美
術
班
に
は
、
四
季

を
テ
ー
マ
に
壁
画
を
制
作
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

佐
田　

す
で
に
市
民
参
加
型
に
な
っ

て
い
ま
す
ね
。

市
長　
「
育
成
」と
い
う
こ
と
か
ら
、

ど
ん
ど
ん
若
い
人
た
ち
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
そ
の
勢
い
を
感
じ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

津
村　

ミ
ニ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も

設
け
ら
れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
。

市
長　

地
元
の
美
術
関
係
者
に
よ

り
、
開
館
に
向
け
様
々
な
展
開
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

歴
史
的
に
続
い
て
き
た
地
元
の
農

民
美
術
を
、
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
ア
ト
リ
エ
」の
展
開

市
長　

美
術
館
の
大
き
な
特
徴
は

子
ど
も
ア
ト
リ
エ
で
、
先
進
施
設

で
あ
る
横
浜
美
術
館
に
市
の
職
員

２
名
を
１
か
月
ず
つ
派
遣
し

て
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
い
い
環
境
を
与
え
る
こ

と
で
、
感
性
も
育は
ぐ
く

ま
れ
て
い

く
と
い
う
理
念
を
持
っ
て
い

ま
す
。

津
村　

今
、
特
に
子
ど
も
た
ち

に
必
要
な
の
は
想
像
力
で
、

感
性
を
育
む
う
え
で
子
ど
も

ア
ト
リ
エ
は
重
要
な
役
割
を

担
う
と
思
い
ま
す
。
ホ
ー
ル

も
同
じ
で
す
が
、
上
田
に
来

ら
れ
た
方
が
ぜ
ひ
美
術
館

を
訪
れ
た
い
と
思
え
る
よ
う

に
、
子
ど
も
の
時
か
ら
触
れ

親
し
ん
で
い
た
だ
く
環
境
作
り
が

と
て
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

多
く
の
方
に
愛
さ
れ
、
何
よ

り
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
魅

力
度
を
高
め
る
努
力
を
、
ホ
ー
ル

と
併
せ
て
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

施
設
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

市
長　

施
設
に
お
い
て
は
、ホ
ー
ル
・

美
術
館
の
他
に
交
流
施
設
、
直
径

１
０
０
ｍ
の
芝
生
広
場
も
準
備
し

て
お
り
、
複
合
施
設
と
し
て
か
な

り
特
徴
的
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

施
設
が
融
合
し
て
、
あ
る
い
は

機
能
的
な
連
携
を
図
る
中
で
特
徴

が
出
せ
れ
ば
、
上
田
か
ら
の
発
信

と
い
う
こ
と
で
面
白
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、

私
た
ち
は
こ
の
施
設
を
ま
ち
づ
く

り
に
広
く
影
響
さ
せ
た
い
、
そ
う

い
う
野
心
も
あ
り
ま
す
。

佐
田　

人
が
集
ま
る
こ
と
を
大
前
提

と
し
て
、
上
田
の
中
を
も
っ
と
楽

し
め
る
こ
と
を
、
こ
こ
か
ら
広
げ

て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
複
合
施
設
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
美
術
館
・
コ
ン
サ
ー
ト

会
場
・
ス
タ
ジ
オ
・
そ
し
て
真
ん

中
に
１
０
０
ｍ
の
芝
生
広
場
が
あ

る
、
こ
の
よ
う
な
施
設
を
全
国
で

も
い
ま
だ
か
つ
て
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
も
の
す
ご
く
素
晴
ら

し
い
、ま
た
夢
の
あ
る
施
設
で
す
。

津
村　

施
設
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
作

品
が
街
の
中
に
残
り
、
既
存
の
商

店
街
な
ど
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

何
を
や
っ
て
い
く
の
か
が
重
要
で

す
。
例
え
ば
、
商
店
街
と
一
緒
に

取
り
組
む
中
か
ら
、
上
田
の
歴
史

や
伝
統
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新
し
い

上
田
の
も
の
づ
く
り
が
生
ま
れ
る

可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
新

し
い
上
田
の
文
化
が
生
ま
れ
、
全

国
か
ら
関
わ
り
た
い
方
が
集
ま
り

参
加
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
起

こ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
し
、
全

国
で
も
そ
う
い
っ
た
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
は
単
な
る

ホ
ー
ル
と
美
術
館
と
広
場
が
あ
る

場
所
で
は
な
く
て
、
上
田
は
も
と

よ
り
信
州
全
体
の
文
化
の
拠
点
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
試
さ

若手アーティストと子どもたちの共同創作若手アーティストと子どもたちの共同創作

上田染谷丘高等学校美術班制作の大壁画上田染谷丘高等学校美術班制作の大壁画
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れ
、
創
造
さ
れ
る
場
と
な
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

佐
田　

大
き
な
文
化
施
設
は
、
長
野

や
松
本
に
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
始
ま
る
上
田
は
逆
に
周
り
か

ら
勉
強
で
き
る
わ
け
で
す
か
ら
、

何
か
一
つ
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展

し
て
い
か
れ
れ
ば
、
文
化
の
発
信

の
中
心
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

あ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

市
民
が
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
こ

の
施
設
は
計
画
段
階
か
ら
ず
っ

　横浜美術館では、展覧会を見るだけではなく、自
ら作ったり調べたりといった能動的な鑑賞ができる
よう、いろいろな機能を備えています。
　とりわけ「子どものアトリエ」では、子どもたちが
描いたり作ったりと体験する中で「自分でするって
楽しい」と思ったり、自信につながるような活動の
提供を心がけ、やり方で何かを教えるのではなく、
造形の活動でモノの仕組みを教えて、子どもたちが
それを知ることで、今度は自分で組み合わせ、考え、
工夫して行動できるようなプログラムを構成してい
ます。
　また、子どもが対象のため「けがをさせないこと」、
みじめな気持ちや不安な気持ちといった「心のけが
をさせないこと」を非常に大事に考えて取り組んで
います。苦手意識のある子どもたちでも、思わずやっ
てみてその結果楽しかったと思えるように、場の空
気作り・雰囲気作りにも細心の注意を払っています。
　設立から25年が経

た

ち、当時、子どもだった方が
大人になって自分の子どもを連れてきてくれます。
市民の皆さんの生活の一部になり時代も一巡した感
じです。

子どもたちが
自ら楽しめる
活動を提供

横浜美術館　山
やま

﨑
さき

優
ゆう

さん

と
市
民
参
加
型
で
や
っ
て
き
ま
し

た
。
普
通
は
、
あ
る
程
度
行
政
の

方
々
が
決
め
た
も
の
を
市
民
に

お
渡
し
す
る
の
で
す
け
れ
ど
、
今

回
は
ず
っ
と
市
民
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
そ
う
や
っ
て
ガ
ラ
ス
張
り
で

こ
こ
ま
で
来
た
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
も
一
緒
に
参
加
し
て
ほ
し

い
で
す
。

津
村　

見
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
が
た
い
し
、
ぜ
ひ
来
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
こ

こ
か
ら
発
信
さ
れ
て
い
く

い
ろ
ん
な
事
業
を
、
し
っ

か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
て
自
分

た
ち
の
生
活
に
利
用
し
、

一
緒
に
施
設
の
運
営
を
考

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
公
演
な
ど
は
近
い
と
こ

ろ
で
結
果
が
出
て
き
ま
す
が
、
文

化
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
数

十
年
、
１
０
０
年
単
位
の
仕
事
に

な
り
ま
す
。
短
期
、
長
期
と
両
方

の
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
長
い

目
で
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長　

い
ろ
い
ろ
お
聞
き
し
て
き
ま

し
た
が
、
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

一
言
お
願
い
し
ま
す
。

佐
田　

市
民
の
方
の
た
め
に
で
き
た

も
の
な
の
で
、
一
緒
に
参
加
し
て

い
ろ
ん
な
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

津
村　

市
民
の
方
々
の
誇
り
に
な
る

施
設
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

市
長　

市
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
施
設

に
協
力
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
い
た
だ
く
ほ
ど
、
一
人
一
人

の
充
実
感
や
幸
せ
感
、
満
足
感
が

増
し
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
健

全
な
精
神
の
中
で
人
が
成
長
し
、

あ
る
い
は
生
き
が
い
に
結
び
つ
い

て
い
く
こ
と
を
信
じ
ま
す
。

　
　

ま
た
、
市
全
体
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
拠
点
施
設
と
既
存
の
丸
子
・

真
田
・
武
石
の
施
設
と
の
連
携
、

あ
る
い
は
役
割
分
担
の
仕
方
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

来
春
に
は
新
幹
線
も
金
沢
ま
で

開
通
し
ま
す
。
東
京
・
金
沢
間
の

中
心
に
あ
る
の
が
、
わ
が
上
田
で

す
。魅
力
度
を
増
し
て
交
流
が
も
っ

と
盛
ん
に
な
り
、
上
田
に
行
っ
て

み
た
い
、
移
住
し
た
い
と
い
う
方

が
増
え
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
２
０
１
９
年
ラ
グ

ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
、

２
０
２
０
年
に
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
決
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
上

田
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
大

切
で
、こ
の
施
設
を
拠
点
と
し
て
、

「
文
化
」は
も
ち
ろ
ん「
人
」さ
ら
に

は「
ま
ち
」を
育
む
よ
う
、「
育
成
」

の
理
念
の
も
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
上
田
が
変
わ

る
、
上
田
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
を「
文
化
創
造
元
年
」と
位

置
づ
け
、
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新春座談会の模様は動画共有サイト「You Tube（ユーチューブ）」の上田市行政チャンネルからご覧いただけます。99



2014シリーズ

文化講演会
　今各界で活躍されている３人の講師をお迎えし、「心」をテーマに開催します。ぜひご来場ください。
　（入場料無料、申込不要）

第１回

第３回
日　時 　３月23日㈰午後１時30分～３時（開場１時）
場　所 　真田中央公民館
テーマ 　いのちの感受性
講　師 　落

おち

合
あい

恵
けい

子
こ

氏（作家・クレヨンハウス主宰）
略　歴 　栃木県宇都宮市出身。明治大学英米文学科卒業後、㈱

文化放送にアナウンサーとして入社。ゆったりとした
口調とその優しさで幅広い年齢層から人気を得る。退
社後、作家活動に入り、総合幼児保育雑誌『月刊クー
ヨン』ほか、絵本や育児などの単行本を出版。執筆活
動だけでなく、子どもの本の専門店「クレヨンハウス」
を主宰するなど多方面で活躍中。

定　員 　400名
　  教育事務所　TEL72・2655

第２回
日　時 　３月８日㈯午後１時30分～３時15分（開場１時）
場　所 　上田文化会館
テーマ 　中村ブン☆コンサート　あした元気になぁれ！
講　師 　中村ブン氏（シンガーソングライター）
略　歴 　福島県白河市出身。テレビドラマ『柔道一直線』でデ

ビュー後、『太陽にほえろ』『たんぽぽ』など多数出演。
一方で、「人間愛」をテーマとして作詞・作曲したオリ
ジナル曲『かあさんの下駄』が大反響を呼び、シンガー
ソングライターとしての地位を固める。現在は、21
世紀を担う若者たちやその親に、愛とやさしさにあふ
れた歌のメッセージを贈り、温かい感動の輪を全国に
広げている。

定　員 　500名
　  文化振興課　TEL23・6361

日　時 　２月15日㈯午後１時30分～３時（開場１時）
場　所 　丸子文化会館
テーマ 　されど、人生これから
講　師 　吉

よし

川
かわ

精
せい

一
いち

氏（元NHKアナウンサー）
略　歴 　東京都出身。早稲田大学文学部演劇専修を卒業後、

NHKにアナウンサーとして入局。『のど自慢』や『紅白
歌合戦』など、人気番組の司会を数多く担当し、看板
アナウンサーとして活躍。57歳で定年退職後、新た
な人生への出発として、少年時代からの夢であった演
歌歌手デビューを果たす。現在はテレビ・ラジオに出
演するほか、講演会講師、演歌歌手として全国各地で
精力的に活動している。

定　員 　800名
　  教育事務所　TEL42・3147

吉川精一氏

中村ブン氏

落合恵子氏
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展覧会内容

○第一部　「山本鼎と意匠」
　　個人コレクターから寄贈された初版本などの貴重な書籍を中心に展示し、山本鼎の

デザインの魅力や理想、農民美術や自由画教育との関係を紹介します。
○第二部　「山本鼎と児童自由画運動」
　　児童自由画運動発祥の地である神川小学校で収蔵されている児童の作品を中心に展

示し、山本鼎の求める自由画とはどのようなものであったかを紹介します。
○第三部　「山本鼎と農民美術運動」
　　農民美術のデザインの変遷を紹介します。運動初期のヨーロッパ的なデザインか

ら、製作者の個性や地域性が表現された作品へと変化していく様子をご覧いただき
ます。

○第四部　「現代の農民美術」　現在活躍している農民美術作家の作品を紹介します。
○第五部　「山本鼎版画大賞展」受賞作品
　　平成11年から３年ごとに開催している山本鼎版画大賞展の第１回から第５回まで

の大賞・準大賞受賞作15作品を展示します。
○第六部　「山本鼎記念館と美術教室」
　　美術教室と子どもアート教室受講生による作品を展示します（第六部のみの観覧無料）。

　50年以上にわたって、多くの方々に親しまれてきた山本鼎
かなえ

記念館は、
今年秋に完成する上田市立美術館の開館に伴い、その幕を下ろすことに
なりました。
　長い歴史に多くの方々が思いを馳

は

せていただけることを願い、山本鼎
記念館閉館特別展「ありがとう！山本鼎記念館」を開催します。
　今展では、山本鼎の業績の一つである意匠（デザイン）を紹介し、児童
自由画運動と農民美術運動という二つの運動の歴史を振り返ります。
　また、現代の農民美術作家の作品と、開館以来、運営の柱であった美
術教室の平成25年度受講生の皆さんの作品を展示します。

山本鼎記念館閉館特別展

「ありがとう！
　　　山本鼎記念館」

○山本鼎記念館閉館特別展「ありがとう！山本鼎記念館」
期　日 　２月６日㈭～３月25日㈫（休館日：毎週水曜日、２月13日㈭）
時　間 　午前８時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
場　所 　山本鼎記念館
観覧料 　一般250円、高校・大学生180円、小中学生60円
 　※市内在住の高校生以下は無料、団体・障がい者割引あり

期　　　間 内　　　容
２月７日㈮～11日㈫ 洋画Ａ教室（初心者対象）
２月14日㈮～18日㈫ 洋画Ｂ教室（経験者対象）
２月21日㈮～25日㈫ 版画教室（初心者と経験者）
２月28日㈮～３月４日㈫ 木彫教室（初心者と経験者）
３月９日㈰～25日㈫ 子どもアート教室（絵画、木彫）

期間/内容　

時　間 　午前９時～午後４時30分、各展覧会最終日は午後３時まで。

農民美術「土ひねり人形」（第三部）

山本鼎『婦人之友』３月号表紙
（第一部）

　山本鼎記念館　TEL22・2693
1111



I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
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ク
ア
ッ
プ

交流文化芸術センター・市立美術館
利用申込説明会を開催
　交流文化芸術センター、市立美術館の利用申込説明会を開催します。利用予定者はご参加ください。

◇利用申込説明会
日時/場所

日　　　時 場　　　所
２月11日（火・祝）午後６時～ 上田市民会館２階大会議室
２月14日㈮午後７時～ 丸子文化会館大会議室
２月20日㈭午後７時～ 中央公民館３階大会議室

◇利用申込受付
開始日時 　３月１日㈯午前９時～正午
場　所 　上田市民会館１階第１・２会議室
対象期間 　12月～平成27年４月（自主事業などの予定日を除く。平成27年５月以降分は、４月１日から順次受付）
申込方法 　詳細は利用者説明会、およびホームページなどでお知らせ

お知らせ

交流文化芸術センター・市立美術館開館記念事業
開館を市民の皆さんとともに祝う事業の募集
　市民の皆さんが企画する事業を「開館記念事業」として募集しています。詳細は、問い合わせください。
　支援内容は、「開館記念事業」の冠を付与、会場使用料などの減免、広報支援、スタッフによる運営支援などです。

◇募集概要
募集期間 事業実施期間

第１期 ～２月20日㈭ 12月～平成27年６月
第２期 ４月１日㈫～５月16日㈮ 平成27年７月～12月
応募方法 　「上田市交流文化芸術センター・市立美術館開館記念事業企画提案書」（市ホームページからダウンロード可）

に必要事項を記入し、郵送、または直接持参。
対象事業 　一般市民を対象に、多くの市民が参加する、文化芸術事業、大会、シンポジウム、学会など（政治・宗教な

どを目的とするものなどは除く）。
応募資格 　市民、または市民を主体に組織される団体
事業の決定　申請書提出後、審査の上決定（第１期は３月を予定）
応募先 　〒386－8601　（住所不要）上田市交流文化芸術センター宛

募集

　  交流文化芸術センター　TEL23・5219

３月８日は国際女性デー
上小地区記念集会を開催
日　時 　３月８日㈯午後１時30分～４時
場　所 　市民プラザ・ゆう
内　容 　オープニングアトラクション、講演会「あなたが65歳以上になったとき、暮らし

はどうなる？～社会保障と女性の低年金～」
 ／唐

から

鎌
かま

直
なお

義
よし

氏（立命館大学教授）、質疑応答
参加費 　無料
その他 　託児希望の方は２月28日㈮までに、電話で下記へ。なお、手話通訳もあります。
　  人権男女共同参画課　TEL23・5245

催し

唐鎌直義氏
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TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹武石地域自治センター

TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹上田市役所 TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹丸子地域自治センター

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹真田地域自治センター

I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

原付・（軽）自動車の廃車・名変手続きはお早めに
４月１日現在の所有者（名義人）に課税されます
　軽自動車税および自動車税は、毎年４月
１日現在で車検証などに記載されている名
義人に課税されます。既に車両を手放して
いる場合でも、廃車や名義変更などの手続
きを行わないと引き続き課税されます。

お知らせ

手続き（車種／窓口）

車　　　　種 窓　　　　口
①原付バイク・小型特殊自動車 税務課および各地域自治センター
②125ccを超え250ccまでのバイク 軽自動車協会（TEL026・243・1967）
③250ccを超えるバイク・普通自動車 長野運輸支局（TEL050・5540・2042）
④軽自動車 軽自動車検査協会（TEL026・244・4563）
※②～④は、長野県自家用自動車協会上小支部（TEL22・0595）、依田窪支部（TEL42・
　2758）でも手続き可

平成26年度までの建設工事など
入札（見積）参加資格申請の中間受付
　平成26年度に市が発注する建設工事、建設コンサルタント業務、森林整備業務の入札（見積）参加希望者は、「入札（見積）参
加資格審査申請書」（契約検査課、または市ホームページからダウンロード可）を提出してください。平成25・26年度入札（見積）
参加資格申請済みの方は、今回の申請は不要です。なお、物品入札（見積）参加資格申請、および小規模工事・修繕受注希望者
登録申請は随時受け付けています。
申込期間 　３月３日㈪～14日㈮※郵送の場合は３月15日㈯必着
申込方法 　郵送（〒386－8601　住所不要　契約検査課宛）、または直接下記窓口に持参してください。
詳　細 　入札（見積）参加資格の有効期間は平成26年４月１日～平成27年３月31日です。申込期間中、工種の追加、格付の

見直し（客観点のみ）も受け付けます。
　  契約検査課　TEL23・5257

お知らせ

上田勤労者互助会員募集
従業員の福利厚生の充実をお手伝いします
　上田勤労者互助会では、中小企業で働く方の福利厚生を充実し、活力あふれる明る
い職場づくりのお手伝いをしています。お得な会費でさまざまな特典が受けられます。
会員特典 　①結婚・出産祝い金、ケガ・病気、家の罹

り

災
さい

見舞金
　　　　　②人間ドック、家族旅行（ディズニーランド）の経費を助成
　　　　　③上田地域の温泉、プール、スキー場など43の施設で利用できる割引券
　　　　　④国内旅行を会員価格であっせん。
会　費 　月額300円（別途入会時に100円）
対　象 　中小企業の従業員・事業主
申し込み 　事業所単位で、電話で下記へ。
　上田勤労者互助会（  雇用促進室内）　TEL24・7363

募　集

　軽自動車税／  税務課　TEL23・5169　　自動車税／上小地方事務所税務課　TEL25・7117

1313
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Information A La Carte

お
知
ら
せ

証
明
書
の
発
行
を

一
部
休
止
し
ま
す

　

２
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
、
自
動
交
付
機

で
の「
住
民
票
の
写
し
」、「
印
鑑
登
録
証
明

書
」の
発
行
を
休
止
し
ま
す
。
な
お
、
上

田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
窓
口
で
の「
所
得

証
明
書
」、「
納
税
証
明
書
」の
発
行
は
可
能

で
す
。

●
設
置
場
所　

自
動
交
付
機（
市
役
所
本

庁
舎
、
丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
上

田
創
造
館
）、上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

窓
口

　

市
民
課　
　
　

TEL
23
・
５
３
３
４

　
　

広
報
情
報
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

市
有
地
を
売
却
し
ま
す

●
売
却
物
件　

25

－

２

－

１
／
腰
越
字

下
川
原
１
５
８
８
番
４（
腰
越
団
地
跡

地
）／
宅
地
／
１
０
０
２
・
62
㎡（
約

３
０
３
坪
）

●
申
込
期
間　

２
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

●
申
込
場
所　

公
有
財
産
管
理
課

●
入
札
日
時　

２
月
26
日
㈬
午
前
９
時
30

分
●
入
札
場
所　

市
役
所
南
庁
舎
５
階

●
そ
の
他　

物
件
の
詳
細
、
入
札
に
関

す
る
説
明
書
・
申
込
書
は
、
公
有
財
産

管
理
課
に
あ
り
ま
す（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
可
）。
な
お
、
現
地
説
明

会
は
実
施
し
ま
せ
ん
の
で
、
現
地
の
確

認
は
希
望
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

公
有
財
産
管
理
課

　
　

TEL
23
・
５
１
１
４

宝
く
じ
助
成
事
業
で

整
備
し
ま
し
た

　
（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
所
管

の
宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た
。

◇
山
口
自
治
会

　

区
民
健
康

広
場
に「
防
球

ネ
ッ
ト
」を
整

備
し
ま
し
た
。

周
囲
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、

サ
ッ
カ
ー
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、運
動
会
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

◇
石
舟
自
治
会

　
「
石
舟
神
楽
」

で
使
用
す
る
神み

輿こ
し

や
楽
器
類
を

整
備
し
ま
し

た
。
地
域
交
流

の
輪
が
広
が

り
、
連
帯
感
を

高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域

の
伝
統
文
化
の
保
存
と
次
世
代
へ
の
継
承

を
進
め
ま
す
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に

卒
業
・
入
学
祝
い
品
を
贈
呈

　

市
で
は
、今
年
３
月
に
中
学
校
を
卒
業
、

ま
た
は
４
月
に
小
学
校
入
学
を
迎
え
る
市

内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
に
、

祝
い
品（
図
書
券
）を
贈
り
ま
す
。
該
当
者

は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

２
月
３
日
㈪
〜
３
月
７
日

㈮
　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

交
通
遺
児
な
ど
へ
の

育
成
資
金
貸
付
・
介
護
料
支
給

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
、

ま
た
は
重
い
後
遺
障
が
い
に
な
り
、か
つ
、

生
活
困
窮
世
帯
の
お
子
さ
ん（
０
歳
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
）に
、
育
成
資
金
を
無

利
子
で
お
貸
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
事
故
に
よ
り
、「
脳
」、「
脊
髄
」、「
胸
腹
部

臓
器
」を
損
傷
し
、
重
い
後
遺
障
が
い
に

な
っ
た
方
で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

方
に
介
護
料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み　

独
立
行
政
法
人
自
動

車
事
故
対
策
機
構
長
野
支
所（
TEL

０
２
６
・
４
８
０
・
０
５
２
１
）で
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
ご
注
意
☆

サ
ク
ラ
サ
イ
ト
１
１
０
番

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
悪
質
な
有
料
サ
イ

ト
に
誘
導
す
る「
サ
ク
ラ
サ
イ
ト
」と
呼
ば

れ
る
手
口
の
被
害
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
の
予
防
・
対
応
の
た
め
、

長
野
県
弁
護
士
会
に
よ
る
電
話
相
談
を
実

施
し
ま
す（
相
談
無
料
・
予
約
不
要
）。

●
日
時　

２
月
11
日（
火･

祝
）午
前
10
時

〜
午
後
６
時

●
電
話
番
号

　

０
２
６
・
２
１
７
・
８
４
７
７

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　『１年間健康でみんなが笑顔
で過ごせますように』。そんな
願いが込められたどんど焼きが
１月11日、ふれんず武石児童館
で行われました。
　集まった約30人の子どもたち
は、地域のボランティアの皆さ
んに指導を受けながらまゆ玉を
作ります。庭のやぐらに火がつ
けられると、自分の作ったまゆ
玉を持ち、『この煙にあたると風
邪をひかない』と言われている煙に
苦戦しながら焼いていました。
　焼きあがったまゆ玉を食べた
子どもたちは、１年間健康で笑
顔があふれる年になることで
しょう。

ふれんず武石児童館どんど焼き
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte
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催
し

催　

し

特
殊
詐
欺
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
日
時　

２
月
14
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

長
野
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
会
館

●
テ
ー
マ　

み
ん
な
で
防
ご
う
！
サ
ギ
被

害
〜
特
殊
詐
欺
被
害
撲
滅
へ
向
け
て
、

我
々
が
す
べ
き
こ
と
〜

●
プ
ロ
グ
ラ
ム　

報
告
／
県
内
の
特
殊
詐

欺
被
害
の
現
状
・
特
殊
詐
欺
被
害
防
止

へ
の
取
組
状
況
、
講
演
／
細ほ
そ

井い

洋よ
う

子こ

氏

（
東
洋
大
学
名
誉
教
授
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
／
細
井
教
授
、弁
護
士
、

関
係
各
団
体

●
詳
細　

中
嶋
慎
治
法
律
事
務
所

 

（
TEL
０
２
６
・
２
１
７
・
２
８
７
２
）へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会

●
日
時　

３
月
７
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
対
象　

特
定
防
火
対
象
物（
収
容
人
員

３
０
０
人
以
上
の
建
物
な
ど
）の
防
火

管
理
者
の
う
ち
、
過
去
５
年
以
内
に
再

講
習
を
受
講
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
は

平
成
20
年
３
月
31
日
以
前
に
資
格
を
取

得
し
、
現
在
特
定
防
火
対
象
物
の
防
火

管
理
者
に
選
任
さ
れ
て
い
る
方

●
定
員　

80
名
程
度

●
参
加
費　

一
般
２
０
０
０
円（
上
小
防

火
管
理
者
協
議
会
員
１
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

２
月
６
日
㈭
午
前
９
時
以

降
、消
防
予
防
課
、ま
た
は
丸
子
・
東
御
・

真
田
・
依
田
窪
南
部
消
防
署
窓
口
へ
。

　

消
防
予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

２
月
22
日
の
行
政
書
士
記
念
日
に
あ
わ

せ
て
開
催
し
ま
す（
予
約
不
要
）。

●
日
時　

２
月
22
日
㈯
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

農
地
、
相
続
、
遺
言
、
成
年
後

見
、
外
国
人
ビ
ザ
、
自
動
車
名
義
変
更

な
ど
の
行
政
手
続
き

●
詳
細　

長
野
県
行
政
書
士
会
上
田
支
部

（
TEL
25
・
８
７
２
０
）へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
12・1月に訪問された方の中から紹介します。

文部科学大臣表彰受賞報告
塩田中学校　表敬訪問

　『平成25年度優れた「地
域による学校支援活動」
推進にかかる文部科学大
臣表彰』の受賞報告のた
め、12月25日、塩田中学
校関係者が母袋市長を表
敬訪問しました。
　同校は、平成20年から地域ぐるみで学校を支援する「塩田地域学校
支援本部運営協議会（「しおだっ子応援団」）を立ち上げ、｢学習支援｣
や「環境整備」など、学校と地域が一体となって子どもたちを育てる
組織化がなされ、県内における学校支援本部のモデル的存在として
の取組が評価され、今回の受賞となりました。
　池
いけ

田
だ

隆
たかし

校長は、「地域の期待に応
こた

えられるよう、より良い学習環境
づくりを目指したい」と、今後の抱負を話しました。
　市長は、「住民の直接指導により地域と学校の距離を縮め、地域の
子が育つことに貢献してくれた」と、お礼を述べました。

　第４回北信越中学校選
抜新人テニス大会兼第２
回全国中学校テニス大会・
北信越地域予選大会（11
月３日開催）で２位となり、
第２回全国選抜中学校テ
ニス大会（香川県・１月
11日～13日開催）への出
場報告のため、１月７日、第五中学校の出場選手５名が母袋市長を
表敬訪問しました。
　倉
くら

島
しま

佳
か

那
な

さん（２年）は、「練習の成果を発揮し、一つでも多く勝ち
たい」、下

しも

島
じま

佳
よし

乃
の

さん（１年）は、「試合で自分の力を精一杯出し、い
い成績を収めたい」と、意気込みを語りました。
　市長は、「ベストを尽くして結果を出せるよう、頑張ってください」
と、選手を激励しました。

全国選抜中学校テニス大会出場報告
第五中学校

動画はこちらから

動画はこちらから
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異
文
化
理
解
講
演
会

　

モ
ン
ゴ
ル
楽
器
の
演
奏
・
歌
を
交
え
、

「
モ
ン
ゴ
ル
の
い
ま
」を
お
話
し
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
演
題
／
講
師　
「
草
原
の
風
に
吹
か
れ

て
」
／
佐さ

さ々

木き

ハ
ス
ゲ
レ
ル
氏（
内
モ

ン
ゴ
ル
出
身
、
飯
田
市
在
住
）

●
定
員　

先
着
１
５
０
名

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

●
詳
細　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会

（
Ａ
Ｍ
Ｕ
・
TEL
25
・
２
６
３
１
）へ
。

　

市
民
課　

TEL
23
・
５
３
３
４

信
州
上
田
地
域

合
同
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

●
日
時　

２
月
14
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
東
急
イ
ン
３
階

●
対
象　

平
成
27
年
３
月
に
大
学
・
短
大
・

専
門
校
・
高
専
を
卒
業
予
定
の
学
生

●
参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

●
詳
細　

上
田
職
業
安
定
協
会（
TEL
22
・

４
５
０
０
）、
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

上
田（
TEL
23
・
８
６
０
９
）へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３

う
え
だ
人
権

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時　

２
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分（
23
日
は
午
後
３

時
ま
で
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

人
権
作
品
・
資
料
の
展
示
、
人

権
作
品
表
彰
式（
22
日
午
後
１
時
〜
）、

講
演
会（
22
日
午
後
２
時
〜
）「
今
、
輝

い
て
生
き
る
」〜
障
害
者
の
自
立
を
考

え
る
〜
／
井い

出で

今き
ょ
う日
我が

氏（
障
害
者
の

自
立
を
考
え
る
会
代
表
）

●
入
場
料　

無
料

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

盲
導
犬
歩
行
体
験
会
と

便
利
グ
ッ
ズ
展
示
会

●
日
時　

３
月
８
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

盲
導
犬
歩
行
体
験
、
お
よ
び
視

覚
障
が
い
者
用
品
展
示

●
対
象　

視
覚
障
が
い
者

●
定
員　

先
着
10
名

●
参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
代
）

●
申
し
込
み　

２
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

さ
さ
ら
の
湯

立
春
民
謡
シ
ョ
ー

●
日
時　

２
月
14
日
㈮
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯
大
広
間

特
設
ス
テ
ー
ジ

●
出
演　

尺
八
／
米よ
ね

谷や

文ぶ
ん

童ど
う

氏
、三
味
線
・

唄
／
藤ふ
じ

本も
と

美み

芙ふ

次じ

氏
、藤
本
純す

栄え

次じ

氏
、

藤
本
詞し

桜お

次じ

氏
、
太お
お

田た

孝た
か

儀よ
し

氏
、
踊
り

催
し

ようこそ市長室へようこそ市長室へ
１月に訪問された方の中から
紹介します。

第16回全国小学生
クロスカントリーリレー
研修大会出場報告　腰越JSC
　「第16回全国小学
生クロスカントリ
ーリレー研修大会
（12月８日開催）」に
出場し、１位と同タ
イムながら、着順に
より惜しくも第２位となった腰越JSCが、１月７日、
母袋市長を表敬訪問しました。
　４区を走った片

かた

桐
ぎり

陽
ひ

和
より

さんは、「練習どおりの走り
ができてよかった。いい思い出になった」、アンカー
の菊

きく

池
ち

洸
こう

希
き

さんは、「優勝できなかった事は悔しい
が、全国大会という舞台で走れてよかった」とそれ
ぞれの感想を話しました。
　市長は、「よく頑張りました。これからもスポーツ、
勉強ともに頑張り、すばらしい人生を歩んでほしい」
と、激励しました。

動画はこちらから
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

／
鳳ほ
う

千せ
ん

勘か
ん

翠す
い

氏

●
参
加
費　

無
料（
別
途
入
館
料
が
必
要
）

●
詳
細　

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯

　
（
TEL
31
・
１
１
２
６
）へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
１
２

親
の
老
い
と
死
に
向
き
合
う

哲
学
カ
フ
ェ

　

親
の
老
い
、
自
分
の
老
い
、
後
悔
し
な

い
最さ

い

期ご

の
迎
え
方
な
ど
、
自
分
ら
し
く
生

き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

３
月
１
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ーSaan

（
ア
ザ
レ
ア
ン
さ
な
だ
内
）

●
内
容　

田た

中な
か

文ふ
み

子こ

氏（
ア
ザ
レ
ア
ン
さ

な
だ
研
修
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）の
講

話
、
意
見
交
換

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

５
０
０
円（
茶
菓
子
代
）

●
申
し
込
み　

２
月
21
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

　

講
座
・
教
室

平
成
25
年
度
農
業
経
営
講
座

●
日
時　

①
２
月
26
日
㈬
、
②
３
月
６
日

㈭
・
③
13
日
㈭
の
午
後
６
時
30
分
〜
８

時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

①
６
次
産
業
化
と
は
？
、
②
加

工
・
レ
ス
ト
ラ
ン
型
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
、

③
独
立
経
営
に
必
要
な
こ
と

●
受
講
料　

無
料

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

各
開
催
日
の
４
日
前
ま
で

に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
５
９
８
２
）、
ま
た

は
電
話
で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

第
86
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

２
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
研
修

セ
ン
タ
ー
３
階
講
堂

●
演
題　
「
抗
が
ん
剤
と
の
付
き
合
い
方

と
痛
み
止
め
の
話
」

●
受
講
料　

無
料（
駐
車
場
無
料
、
予
約

不
要
）

●
詳
細　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
TEL
22
・
１
８
９
０
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

第
４
回
信
州
外
科
医
療

市
民
公
開
講
座

　

外
科
手
術
用
器
械
の
展
示
と
内
視
鏡
手

術
模
擬
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
併
設
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分（
開
場
０
時
30
分
）

●
場
所　

信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
３
階

講
堂

●
内
容　

講
演
１「
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
外
科
医
療
」／
土つ
ち

屋や

拓た
く

司じ

氏

（
同
セ
ン
タ
ー
外
科
医
長
）、講
演
２「
食

道
・
胃
が
ん
の
現
状
と
治
療
」／
鈴す
ず

木き

彰あ
き
ら

氏（
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
消

化
器
外
科
医
師
）、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン「
こ
れ
か
ら
の
外
科
医
療
」

●
受
講
料　

無
料（
駐
車
場
無
料
）

●
申
し
込
み　

不
要

●
詳
細　

信
州
大
学
医
学
部
地
域
医
療

推
進
学
講
座（
TEL
０
２
６
３
・
37
・

２
５
４
８
）へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

冬
の
小
学
生
体
力
ア
ッ
プ

大
作
戦（
全
３
回
）

　

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
と
な
る
動
き

（
運
動
神
経
）を
楽
し
み
な
が
ら
習
得
し
ま

す
。

●
日
時　

２
月
22
日
、
３
月
１
日
・
８
日

の
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

本
原
小
学
校
体
育
館

●
対
象　

小
学
１
〜
４
年
生

●
定
員　

先
着
16
名

●
受
講
料　

３
回
で
１
０
０
０
円（
１
回

４
０
０
円
）

●
持
ち
物　

室
内
用
運
動
靴
、
水
分
補
給

用
飲
料
、
タ
オ
ル
、
な
わ
と
び

●
申
し
込
み　

２
月
８
日
㈯
午
前
10
時
以

降
、
電
話（
72
・
２
６
５
７
）、
ま
た
は

直
接
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

催
し
／
講
座
・
教
室
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募　

集

長
野
県
民
交
通
災
害
共
済
に

加
入
を

●
加
入
対
象　

市
内
在
住
者（
市
内
在
住

者
の
被
扶
養
者
で
、
大
学
な
ど
で
市
外

に
居
住
し
て
い
る
方
も
加
入
可
）

●
会
員
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３

月
31
日（
中
途
加
入
は
、
会
費
納
入
翌

日
か
ら
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
）

●
会
費　

１
人
４
０
０
円　

※
小
・
中
学

生
は
団
体
加
入（
会
費
１
０
０
円
）で
、

学
校
を
通
し
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

次
の
方
は
申
込
不
要
で
す
。

未
就
学
児
童
、
交
通
・
災
害
遺
児
、
生

活
保
護
受
給
者
、
身
体
障
が
い
者（
１

〜
３
級
）、
療
育
手
帳
所
持
者
、
中
国

残
留
邦
人
等
生
活
支
援
給
付
対
象
者
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

●
加
入
方
法　

郵
送
、
ま
た
は
自
治
会
か

ら
配
布
さ
れ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
会
費
を
添
え
て
、
自
治
会（
３

月
中
旬
頃
ま
で
）、
生
活
環
境
課
・
各

地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
窓
口（
随
時
）、
ま

た
は
市
内
の
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
除
く
）へ
。
申
込
書
が
届

か
な
い
場
合
は
、
左
記
へ
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

県
営
住
宅
入
居
者
統
一
募
集

　

上
田
市
、
東
御
市
に
あ
る
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

２
月
17
日
㈪
〜
26
日
㈬
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
受
付
場
所　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理

セ
ン
タ
ー
（
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
内
）

●
抽
選
会　

３
月
６
日
㈭
午
後
１
時
30
分

〜
／
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階
会
議
室

●
詳
細　

２
月
10
日
㈪
以
降
、
電
話
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.avis.

ne.jp/̃njkk/m
/

）、
ま
た
は
直
接
左

記
へ
。

　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
29
・
７
０
１
０

一
般
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
参
加
募
集

●
日
時　

３
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
対
象　

高
校
生
以
上
で
組
織
さ
れ
た

チ
ー
ム（
高
校
生
は
学
校
単
位
と
し
、

顧
問
・
指
導
者
が
引
率
の
こ
と
）

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

２
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
上

田
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
池
内
：
TEL
27
・
４
７
４
７
、
メ
ー
ル

ike4747@
ar.w
akw
ak.com

）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾

平
成
26
年
度
受
講
生
募
集

　

４
月
開
講
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
１
９
名
の

講
師
に
よ
る
２
３
５
講
座
。
詳
細
は
、「
受

講
生
募
集
カ
タ
ロ
グ
」（
公
民
館
・
公
共
施

設
に
配
置
）、
ま
た
は
上
田
自
由
塾
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
講
期
間　

１
年
間（
月
１
〜
２
回
。

１
講
座
の
時
間
は
原
則
90
分
）

●
受
講
料　

１
回
５
０
０
円（
高
校
生
以

上
。
小
中
学
生
は
３
０
０
円
）　

※
講

座
に
よ
り
別
途
材
料
費
な
ど
が
必
要
。

●
申
し
込
み　

２
月
17
日
㈪
〜
３
月

７
日
㈮
に
、
は
が
き（
〒
３
８
６

－

０
０
１
７　

踏
入
２

－

１

－

15
池
野
第

２
ビ
ル
２
Ｆ
）で
生
涯
楽
習
上
田
自
由

塾
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

退
職
準
備
・
生
き
が
い

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

●
日
時　

３
月
４
日
㈫
〜
６
日
㈭
の
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

豊
殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
「
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
と
年
金
」

／
塚つ
か

田だ

修お
さ
む

氏（
特
定
社
会
保
険
労
務

士
）、「
植
木
剪せ
ん

定て
い

講
習
会
」（
座
学
と
実

習
）

●
対
象　

最
近
退
職
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

退
職
を
間
近
に
控
え
た
お
お
む
ね
55
歳

〜
65
歳
の
方
で
３
日
間
受
講
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
30
名（
参
加
費
無
料
）

●
申
し
込
み　

２
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

に
、
電
話（
23
・
６
０
０
２
）で
上
田
地

域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

募
集
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

音
楽
村
少
年
少
女
合
唱
団

新
規
団
員
募
集

●
対
象　

シ
ニ
ア
／
小
学
５
年
生
〜
高
校

生
、
ジ
ュ
ニ
ア
／
小
学
２
〜
４
年
生
。

未
就
学
児
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日　

毎
週
水
曜
日
午
後
６
時
〜
８

時

●
場
所　

信
州
国
際
音
楽
村

●
指
導　

彌み

勒ろ
く

忠た
だ

史し

氏（
オ
ペ
ラ
歌
手
）、

玉た
ま

﨑ざ
き

真ま

弓ゆ
み

氏（
声
楽
家
）、
小お

栗ぐ
り

華は
な

絵え

氏

（
伴
奏
）

●
参
加
費　

月
額
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話（
42
・
３
４
３
６
）で

信
州
国
際
音
楽
村
へ
。

　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
３
１
４
７

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

古
代
か
ら
の
伝
統
が
つ
な
が
る

「
信
濃
国
分
寺
跡
」

半
に
は
ほ
ぼ
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
代
国
家
の
崩
壊
と
と
も
に
、
諸
国
の
国
分
寺
も
次
第
に

衰
退
に
向
か
い
ま
す
。
信
濃
国
分
寺
で
も
、
10
世
紀
後
半
頃

の
争
乱
の
な
か
で
衰
退
が
進
ん
で
い
き
ま
す
。
一
方
、
寺
伝

で
は
源
頼
朝
が
国
分
寺
再
興
を
命
じ
た
と
伝
え
、
現
在
の
国

分
寺
で
は
、
境
内
か
ら
平
安
時
代
の
瓦
が
発
見
さ
れ
、
室
町

時
代
建
立
の
三
重
塔
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
末
か
ら

鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
、
信
濃
国
分
寺
が
現
在
地
に
移
転
・

再
興
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
信
濃
国
分
寺
は
八
日
堂
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
こ

れ
は
毎
月
８
日
の
最さ

い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う

転て
ん

読ど
く

と
い
う
天て

ん

平ぴ
ょ
う

創
建
以
来
の

伝
統
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
他
、
信
濃
国
分
寺
で
は
、
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

符ふ

頒は
ん

布ぷ

習し
ゅ
う

俗ぞ
く

が
国
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
、

蘇
民
信
仰
の
も
と
と
な
る
室
町
時
代
の「
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

祭さ
い

文も
ん

」や

江
戸
時
代
中
頃
の
縁
日
の
様
子
を
描
い
た「
八
日
堂
縁
日
図
」、

江
戸
時
代
末
の
本
堂
な
ど
、
多
く
の
指
定
文
化
財
を
伝
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
に
法
灯
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
歴

史
的
・
文
化
的
に
も
極
め
て
価
値
が
高
い
も
の
で
す
。

　

古
代
信
濃
国
分
寺
跡
の
全
体
像
は
、
未
だ
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
多
く
、
平
成
14
年
か
ら
少
し
ず
つ
発
掘
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
16
年
に
は
僧
寺
南
大
門
跡
が
、

18
年
に
は
僧
寺
西
門
が
新
た
に
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
１
月
７
日
・
８
日
に
は
信
濃
国
分
寺
で
八
日
堂
縁

日
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
参
拝
客
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。
信
濃
国

分
寺
は
、
天
平
13（
７
４
１
）年
、
聖
武
天
皇
が
国
家
安
泰
を

祈
願
し
、
国（
地
方
）ご
と
に
僧そ

う

寺じ

、
尼に

寺じ

の
建
立
を
全
国
に

命
じ
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
造
立
は
思

う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
、
信
濃
国
分
寺
も
、
い
つ

完
成
し
た
の
か
確
証
は
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
８
世
紀
後

平成16年に確認された僧寺南大門跡(南から)
写真手前の石の集合が南大門の礎石があった跡。
その先に中門・金堂・講堂、そして現在の国分寺が
直線的に並んでいます。
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募
集

募 集

平成26年度上田市スポーツ少年団　新入団員募集
◇上田地域合同募集会
●日時　３月２日㈰午前10時～11時
●場所　県営上田野球場
●定員　いずれも先着順。第１希望、第２希望を決めて募集会へお越しください。
●募集対象　平成26年４月１日現在の新学年

　（一財）上田市体育協会事務局　TEL27・9400

種　　　目 募集対象 定　員
卓　　球 小２～高３男女 制限なし

剣　　道

中央

小１～高３男女 制限なし

東
南
※神科
※豊殿
※川西
※塩田

ソフトボール 小１～中３男女 30名
ソフトテニス 小３～中３男女 100名
テニス（硬式） 小１～５男女 30名
ミニバスケットボール 小４～６男女 150名

軟式野球
軟式野球 小１～５男女 制限なし
※塩田少年
　野球教室

小３～５男女
（６年生は要相談） 各学年10名

硬式野球
上田リーグ 小１～中２男女

制限なし上田南リーグ 小１～４男子
（千曲川左岸在住）

サッカー

サッカー 小２～６男女 各学年15名
FC東上田 小１～６男女 各学年18名
上田
ジェンシャン 小１～６男女 制限なし

神川FC 小１～６男女 各学年15名

上田南FC 園児（年長）
　　　～小６男女 各学年20名

種　目 募集対象 定　員
陸上競技 小１～６男女 100名
器械体操 小１～高３男女 30名
相撲 園児～高３男女 30名
柔道 小１～６男女 50名
空手道 小１～高３男女 30名
合気道 小３～高３男女 30名
少林寺拳法 小１～５男女 20名
武道空手 園児～中３男女 制限なし
レスリング 小１～中３男女 20名
バドミントン 小４～中３男女 15名
ハンドボール 小１～中３男女 50名
ゴルフ 小３～高３男女 20名
ラグビー 小１～中３男女 制限なし
アーチェリー 小４～中３男女 30名
乗馬 小４～高３男女 10名
スキー 小１～中２男女 制限なし

バレー
ボール

上田ジュニア 小１～５男子
小１～４女子 各学年10名

※塩田VBC 小１～６男女
※バレーボール
　上野が丘

小３～中３男女
（神川･豊殿地区在住） 30名

多種目　
運動遊び

南ジュニア
スポーツクラブ

小１男子
（千曲川左岸在住） 50名

ちびっこ
なんでも

園児（年中）
　　　　～小１男女 20名

種　　　目 募集対象 定　員
丸子剣道JSC 小１～高３男女 制限なし

軟式野球 長瀬JSC 小１～中３男女 制限なし依田少年野球 小１～６男女

種　　　目 募集対象 定　員
バレーボール 丸子塩川JSC 小１～６女子 制限なし
陸上 腰越JSC　　 小１～中３男女 制限なし
少林寺拳法 小１～５男女 10名

種　　　目 募集対象 定　員
真田剣道JSC 小１～中３男女 制限なし

真田地域

丸子地域

上田地域

※印は指導者が独自に募集します（２月上旬に学校で配られる募
集案内をご覧ください）。

　丸子・真田地域の申し込みは、電話、または直接上田市体育
協会へ。
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

豊殿地区振興会

市
民
の
森
の
利
用
を
促
進
し
、

人
の
つ
な
が
る
地
域
を
め
ざ
し
ま
す

成な
る

澤さ
わ

晴は
る

夫お

さ
ん

〈事業の紹介〉
　豊殿地区振興会は、平成25
年度わがまち魅力アップ応援事
業の採択を受け、市民の森利用
促進事業に取り組みました。今
後は、市民の森の知名度を上げ、
より利用しやすく、活発な施設
にするための活動に、継続して
取り組む予定です。

　

市
民
の
森
は
、
昭
和
44
年
に
整
備
さ
れ
、
わ
し
ば
山
荘
を
中

心
に
体
育
館
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
施

設
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、現
在
で
は
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
豊
殿
地
区
振
興
会
で
は
、
地
域
の
住
民
の
力

で
市
民
の
森
を
活
性
化
さ
せ
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
利
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
利
用
促
進
を
図
る
具
体
的
な
活
動
を
す
る
た
め

の
部
会
と
し
て
、
昨
年
５
月
に「
市
民
の
森
利
用
促
進
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
多
く
の
方
に

市
民
の
森
を
知
っ
て
も
ら
い
、
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
11

月
２
日
に「
鷲わ
し

場ば

ま
つ
り
」を
初
め
て
開
催
し
、
手
作
り
雑
貨
・

小
物
市
、
料
理
の
振ふ

る
舞ま

い
、
乗
馬
体
験
、
上
田
染
谷
丘
高
等

学
校
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
班
と
の
交
流
試
合
な
ど
、
様
々
な
催

し
を
企
画
し
、
地
域
の
内
外
か
ら
１
２
０
０
人
以
上
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
手
作
り
雑
貨
・
小
物
市
は
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
人
脈
を
活い

か

し
18
の
出
し
ゅ
っ

店て
ん

が
あ

り
、
大
人
気
で

早
々
に
売
り
切
れ
に
な
る
店
も
あ
る
な

ど
、
賑に
ぎ

わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
は
ぎ
や
混
ぜ
ご
は
ん
な
ど
の
振
る
舞
い
で
は
、
よ

り
よ
い
料
理
を
提
供
し
、
来
場
者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

委
員
会
と
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
す
る
、
赤
坂
食
の
会
、
男お
と
こ

磊い
し

の
会

な
ど
が
試
食
感
想
会
を
行
い
準
備
し
た
結
果
、
ま
つ
り
当
日
は

約
１
４
０
０
食
の
料
理
が
す
べ
て
な
く
な
り
、
お
土
産
と
し
て

持
ち
帰
る
参
加
者
も
で
る
ほ
ど
盛
況
で
し
た
。

　

振
興
会
副
会
長
で
利
用
促
進
委
員
会
委
員
長
の
成
澤
晴
夫
さ

ん
は
、「
鷲
場
ま
つ
り
で
は
多
く
の
方
の
協
力
に
よ
り
成
功
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」、「
自
治
会
内
に
誰
が
住
ん
で
い
る
か

分
か
ら
な
い
地
域
社
会
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。
行
政
だ
け
で
な

く
、
地
域
に
住
む
自
分
た
ち
が
市
民
の
森
を
利
用
し
、
活
性
化

す
る
こ
と
で
交
流
の
場
を
増
や
し
、
将
来
的
に
若
者
が
住
み
や

す
く
、人
同
士
の
つ
な
が
り
が
強
い
地
域
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
ま
つ
り
を
き
っ
か
け
に
人
が
集
ま
り
、
地
域
内
外
の
交
流

に
つ
な
が
る
こ
と
に
手
ご
た
え
を
感
じ
た
様
子
で
、
今
後
の
地

域
の
発
展
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。



丸子図書館　　　　　　　    TEL42・2414

丸子図書館「おはなし会」
　「キャンディ ぽけっと」の皆さんによる、大型絵本など
を予定しています。
日　時 　２月15日㈯10：30～
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

真田図書館　　　　　　　　 TEL72・8080

真田図書館「おはなし広場」

　「たまて箱」の皆さんによるパネルシアターを行います。
日　時 　２月15日㈯10：30～11：00
参加費 　無料　　 申し込み 　不要

第５回真田塾
　地域の自然や文化、歴史などを知り、地域の魅力につい
て学びます。
日　時 　３月８日㈯14：00～16：00
演　題 　宝永の差出帳と真田町の歴史
講　師 　堀

ほり

内
うち

泰
やすし

氏（郷土史研究家）
定　員 　先着50名　　 参加費 　無料
申し込み 　２月12日㈬以降、電話で。

中央公民館　　　　　　　　TEL22・0760

公文書・古文書の保存と活用を考えるフォーラム
　古文書保存・活用について、史料整理者、行政関係者を
交えて発表、討論を行います。
日　時 　２月19日㈬13：30～16：00
内　容 　①史料整理者、古文書個人所有者、
 　行政関係者発表（13：40～）
 ②質疑討論（15：10～）
参加費 　無料
詳　細 　上田・東御・小県地域史連絡協議会
　　　　　（宮澤：TEL090・4138・4703）へ。

神川地区公民館　　　　　　 TEL25・1682

「花寿し」でひな祭り
　託児付料理教室です。
日　時 　２月20日㈭10：00～13：00
内　容 　きれい、かわいい、おいしい、花寿しを作ります。
対　象 　子育て中のお母さん・孫育て中のおばあちゃん
定　員 　先着15名

参加費 　100円（別途材料費700円）
持ち物 　エプロン、バンダナ、巻きす
申し込み 　２月12日㈬9：00～16：00に、電話で。

塩田公民館　　　　　　　　 TEL38・6883

子育て支援講演会
「メディアに頼らない暮らし」
日　時 　２月８日㈯10：00～12：00
講　師 　中

なか

島
しま

澄
すみ

枝
え

氏（NPO名古屋コダーイセンター理事）
定　員 　先着40名　　 参加費 　100円
申し込み 　２月７日㈮までに、電話、または直接窓口へ。
その他  お子さんといっしょに聴講できます。

ひとまちげんき・健康プラザうえだ

第６回ひきこもり家族教室
　相手も自分も大切にするコミュニケーション方法を学び
ます。
日　時 　２月24日㈪14：00～16：00（受付13：30）
内　容 　①講演「アサーショントレーニング」
 　／塚

つか

越
こし

洋
よう

子
こ

氏
 　　（子どもサポートうえだ心理相談員）
 ②グループワーク
対　象 　市民　　 参加費 　無料
申し込み 　２月21日㈮までに、電話で健康推進課（TEL23・

8244）へ。

ひとり親家庭対象イベント
　ひとり親家庭の交流とリフレッシュのためのイベントです。
日　時 　①３月２日㈰・②８日㈯10：00～12：00
内　容 　①親子で楽しむかおり会
 　（ハーブティーを楽しみながら、香玉を作成）
 ②ニュースポーツを楽しもう！ 
対　象 　市内在住のひとり親家庭で、子どもが18歳以

下の親子
定　員 　①15組程度、②20組程度
参加費 　①一組100円（作成した香玉は持ち帰り可）
 ②一組300円（参加賞含む）
持ち物 　①なし、②室内履き
申し込み 　電話で、子育て・子育ち支援課（TEL23・5106）へ。

2222



施設イベント

上田情報ライブラリー　　　 TEL29・0210

ひなまつりフラワーアレンジ講習会
　男雛、女雛に見立てた一対のフラワーアレンジを作りま
す。親子、姉妹、友だちとでも、もちろん一人で作っても
楽しいひなまつりのアレンジメント作りの講習会です。
日　時 　２月23日㈰13：30～15：00
場　所 　上田駅前ビル・パレオ２階会議室
講　師 　関

せき

口
ぐち

鶯
おう

佳
か

氏（勅使河原和風会・青い鳥主宰）
定　員 　先着20組（一人での参加も可）
参加費 　2,000円（材料費含む）
持ち物 　花ばさみ、エプロン、作品を持ち帰る袋、ゴミ袋
申し込み 　２月７日㈮～20日㈭に、電話で。

Edoワールドへようこそ！城下町上田見聞録
　江戸時代の城下町上田のありさまを絵図や道中記によっ
て明らかにしていきます。
日　時 　３月５日㈬13：30～15：00
演　題 　城下町上田をゆく　海野町の巻・巻の三
講　師 　尾

お

崎
ざき

行
ゆき

也
や

氏（上田社会教育大学講師）
定　員 　先着36名　　 参加費 　無料
申し込み 　２月10日㈪以降、電話で。

マルチメディア情報センター　   TEL39・1000
URL　http：//www.umic.jp/

Linux入門講座
　コマンド操作を主とした本格的なLinuxの入門講座です。
Linuxを正しく理解し、操作するための基礎的な知識を学
びます。
日　時 　３月２日・９日・16日・23日の日曜日、9：30～12：00
対　象 　パソコン経験者
定　員 　先着10名（最小催行人数５名）
受講料 　4,000円
申し込み 　２月９日㈰～３月１日㈪に、電話で。

デジカメ写真で作品づくり
　デジカメ写真をパソコンで簡単に写真加工を行う講座で
す。簡単に修正・加工などを行い、写真で動画を作成します。
日　時 　３月３日㈪13：30～16：00
対　象 　パソコン経験者
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　1,500円
申し込み 　２月８日㈯～３月２日㈰に、電話で。

Excel初心者ゆっくり講座３日間コース［Excel2013使用］
　『Excel初心者２日間コース』のセミナー内容を３日間で
行います。

日　時 　３月13日・20日・27日の木曜日、13：30～16：00
対　象 　文字入力のできる方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　3,500円（別途テキスト代1,260円）
申し込み 　２月20日㈭～３月11日㈫に、電話で。

Autodesk 123D Design講座
　3Dプリンターのための3Dデータの制作を学ぶ講座で
す。無償の3D CADソフト「123D Design」を利用します。
日　時 　３月15日㈯10：00～16：00
対　象 　3Dプリンターに興味があり、Word、Illustrator

などで図形が書ける方
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
受講料 　4,000円（別途テキスト代2,625円・テキスト「3D

プリンター実用ガイド（日経BP社）」）
申し込み 　２月15日㈯～３月14日㈮に、電話で。

市立博物館　　　　　　　　 TEL22・1274

企画展「上田のひな人形2014」

　当館の「ひな人形展」も今年で13回を数えます。今回は
寄贈いただいたひな人形を中心に、立雛・次

じ

郎
ろ

左
ざ

衛
え

門
もん

雛
びな

・
享保雛・古今雛・押絵雛などさまざまな種類のひな人形を
展示します。
期　間 　２月15日㈯～３月23日㈰※水曜日は休館
開館時間 　8：30～17：00（入館は16：30まで）
観覧料 　一般250円、高校・大学生180円、小・中学生60

円（市内在住の高校生以下は無料）

池波正太郎真田太平記館　　TEL28・7100

喫茶・文化講座「インドの伝統医学」健康講座

　インドの伝統医学アーユルヴェーダで心と体の健康を
セルフチェックしてみませんか。自分自身の体質を知り、
日々簡単にできる老化防止・疲労回復に役立つ全身をリ
ラックスさせる方法を学ぶ講座です。
日　時 　２月17日㈪13：00～15：00
内　容 　①自分の体質チェックシート作成
 ②オイルを使ってハンドマッサージ
 ③信州そば粉のガレットとリンゴジャムで

ティータイム
講　師 　浅

あさ

田
だ

佳
か

津
づ

美
み

氏（サヴァホリスティックアカデ
ミー講師、健康管理指導員）

定　員 　先着30名
参加費 　3,000円（チェックシート、テキスト、お茶代含む）
持ち物 　筆記用具
申し込み 　２月11日㈫までに、電話で。
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四ツ葉ス
ケッチ

　１月１日、丸子地域元旦マラソンが
行われました。今年で40回目の開催
となり、丸子総合体育館付近を走る丸
子会場と丸子北小学校付近を走る丸子
北会場を合わせ、過去最多の360人が
参加しました。
　それぞれの会場では、エントリーを
済ませた子どもたちや親子連れ、仲良
しグループの大人たちが、体を温めな
がら知り合いと新年のあいさつを交わ
していました。
　参加者がスタートすると、日頃から
ランニングやウォーキングで鍛えた健
脚や、親子が並んで走るほのぼのした
姿に、沿道から参加者の家族などが声
援を送っていました。
　丸子会場の1.5㎞コースを幼児や親
子たちと一緒にゴールした小

こ

林
ばやし

泉
いずみ

さん
（沢田）は、「自分の父は第１回から毎
年参加し、元旦マラソンはとても好き
な行事でした。その思いを引き継いで
自分も10年以上前から続けて参加し
ています。いつも元日の朝は晴れて気
持ちがいいです」と笑顔で話しました。

子
ど
も
も
大
人
も
元
日
の
朝
を
新
た
な
気
持
ち
で
快
走
し
ま
す

第
40
回
丸
子
地
域
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

　

福
岡
県
岡
垣
町
の
小
中
学
生

18
人
が
12
月
21
日
か
ら
26
日
ま

で
の
６
日
間
、
真
田
地
域
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
訪
れ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
交
流
や
上
田
市
長

と
教
育
長
を
表
敬
訪
問
、
そ
ば

打
ち
や
菅
平
で
の
ス
キ
ー
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
真
田
地
域
の
史
跡

め
ぐ
り
と
学
校
交
流
会
な
ど
が

行
わ
れ
、
真
田
町
郷
土
史
研
究

会
の
方
の
案
内
で
信
綱
寺
、
長
谷
寺
、
真
田
氏

本
城
跡
を
訪
れ
て
真
田
氏
の
歴
史
を
学
び
ま
し

た
。

　

学
校
交
流
会
で
は
、
本
原
小
学
校
の
５
年
生

41
人
と
一
緒
に
、
長
寿
会
の
方
か
ら
正
月
に
家

の
水
周
り
に
飾
る
杓し
ゃ
く

子し

締じ

め
の
作
り
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　

本
原
小
の
５
年
生
は
、
事
前
に
長
寿
会
の
方

か
ら
作
り
方
を
教
わ
っ
て
い
た
た
め
、
岡
垣
町

の
児
童
を
手
伝
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

岡
垣
町
の
男
子
児
童
は「
真
田
氏
の
こ
と
が

少
し
分
か
っ
た
。
岡
垣
に
戻
っ
た
ら
友
だ
ち
に

話
し
た
い
」、
本
原
小
学
校
の
男
子
児
童
は「
岡

垣
の
友
だ
ち
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
て
良

か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

真田地域の冬を楽しんで
国内ホームステイ「ふれあい IN SANADA」
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　１月11日、市民の森スケート場まつりに、
家族連れなど市内外から2,000人を超える来場
者がありました。
　午前中は、元オリンピック日本代表の神

こう

津
づ

志
し

保
ほ

美
み

さんら３人のゲストによるスピードスケー
トやフィギアスケートの模範滑走・演技の後、
初心者など３クラスに分かれて講習会を行いま
した。
　初級では腕を振る、足をハの字にして止まる
などのコツを教わり「だるまさんが転んだ」で遊
びながら練習し、中級ではフィギアスケートの
簡単なターンやジャンプを教わり、できるよう
になった子どもの姿もありました。
　午後は、パイプ椅子押し競走やパン食い競走
といった氷上でのレクリエーションに、あちら
こちらから歓声があがりました。また、温かい
「真田汁」の振

ふる

舞
ま

いや、ご当地キャラも多数参加
し、イベントを盛り上げました。
　友だちや家族と参加した坂

さか

下
した

輝
あき

斗
と

さん（清明
小２年）は、「滑り方を教わって良かった、寒い
けど体はぽかぽかです」と笑顔で話していまし
た。

　

12
月
20
日
、
武
石
小
学
校
の
１

〜
３
年
生
が
、
地
域
の
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
約
30
人
を
講

師
に
迎
え
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ

て
い
る
あ
そ
び
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

凧た
こ

あ
げ
・
こ
ま
ま
わ
し
・
け
ん

玉
・
竹
馬
・
か
ん
ぽ
っ
く
り
・
折

り
紙
・
ト
ラ
ン
プ
・
花
札
・
お
茶

な
ど
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分

の
好
き
な
あ
そ
び
を
選
び
体
験
し

ま
し
た
。
折
り
紙
遊
び
で
は
、
兜か
ぶ
と

の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

自
作
の
兜
を
満
足
そ
う
に
か
ぶ
っ

て
い
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

　

校
庭
で
は
凧
あ
げ
や
竹
馬
・
か

ん
ぽ
っ
く
り
な
ど
に
約
20
人
の
子
ど
も
が
、
寒
さ
も
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
元
気

に
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
下
城
大だ
い

昌す
け

さ
ん（
２
年
）は
竹
馬
に
挑
戦
。「
１
年

生
の
時
は
で
き
た
の
に
、
今
日
は
何
で
で
き
な
い
ん
だ
ろ
う
」と
悔
し
そ
う
に
、

講
師
の
先
生
に
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
何
回
も
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
ゲ
ー
ム
遊
び
が
多
く
な
っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
に
、
昔
の
あ
そ
び
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
地
域
の
方
に
協

力
い
た
だ
き
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

武石小学校で伝承遊び

昔のあそびの楽しさを味わってほしい

市
民
の
森
ス
ケ
ー
ト
場
ま
つ
り

寒
く
て
も
、
た
く
さ
ん
動
い
て
体
は
ぽ
か
ぽ
か
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｜上｜田｜市｜民｜会｜館｜

｜上｜田｜創｜造｜館｜

｜上｜野｜が｜丘｜公｜民｜館｜

｜塩｜田｜公｜民｜館｜
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市内７か所で晴れやかに！
平成26年上田市成人式を開催

　１月12日、市内７カ所で平成26年上田市成人式が開
催され、平成５年４月２日から平成６年４月１日に生ま
れた新成人1,234人が出席しました。
　今年の成人式も、会場ごとに新成人からなる実行委員
会により企画・運営され、それぞれの実行委員会が工夫
を凝らした式典を開催しました。
　振り袖やスーツに身を包んだ新成人は、大人としての
新たな一歩を踏み出しました。

｜丸｜子｜文｜化｜会｜館｜

｜真｜田｜中｜央｜公｜民｜館｜

｜武｜石｜公｜民｜館｜
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読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　上田市広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

メール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

人口：160,957人 男：78,688人 女：82,269人 世帯数：65,491世帯
　　　（3,311人） 　　（1,548人） 　　（1,763人）

人の動き（平成26年１月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

　
「
私
た
ち
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
」。
昨
年
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
仮
設

住
宅
を
訪
ね
た
と
き
の
、
お
ば
あ
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
震
災
復
興
支
援
に

つ
い
て「
私
た
ち
は
も
っ
と
重
く
受
け
止
め
な
い
と
い
け
な
い
の
か
も
知

れ
な
い
」と
、
肝
に
銘
じ
な
が
ら
、
１
０
０
回
目
の
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
の

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

コ
カ
リ
ナ
奏
者
黒く

ろ

坂さ
か

黒く
ろ

太た

郎ろ
う

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
震
災
直
後
か
ら
、

「
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」を
合
い
言
葉
に
、
全
国
の
コ
カ
リ

ナ
仲
間
や
賛
同
者
と
と
も
に
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
を
展
開
し
、
い
よ
い
よ

１
０
０
回
目
が
、
再
び
こ
の
上
田
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
カ
リ
ナ
は
、
ま
さ
に「
復
活
の
笛
」で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
建
設

で
伐
採
さ
れ
た
木
、
広
島
の
被
爆
樹
、
奇
跡
の
１
本
松
、
石
巻
門
脇
小
学

校
の
松
、
山
古
志
小
学
校
の
木
、
そ
し
て
浦
里
小
学
校
の
校
舎
な
ど
、
一

度
は
瀕
死
の
状
態
に
あ
っ
た
多
く
の
木
が
、
そ
の
生
命
力
と
人
々
の
再
生

の
へ
強
い
願
い
で
蘇よ

み
が
え

り
、
時
間
が
経た

て
ば
経
つ
ほ
ど
新
し
い
時
を
作
り
出

し
、
そ
れ
が
一
歩
前
に
進
む
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
黒
坂
さ
ん
を
中
心
に
、
歌
の
矢や

口ぐ
ち

周か
ね

美み

さ
ん
、
コ
ン
ト
ラ
バ

ス
の
吉よ

し

田だ

秀し
ゅ
う

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
のH

ふ

く

ざ

わ

U
K
U
ZA
W
A
 T

た

つ

ろ

う

A
T
SU
RO
U

さ
ん
に

加
え
、
友
情
出
演
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
中な
か

澤ざ
わ

き
み
子
さ
ん（
上
田
市
出

身
）ら
が
、
想
い
の
つ
ま
っ
た
深
み
の
あ
る
音
楽
を
演
奏
し
ま
す
。
ま
た
、

し
な
の
コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
、
30
名
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ

め
、総
勢
２
５
０
名
が
黒
坂
さ
ん
の
指
揮
で
演
奏
す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
上
田
市
民
会
館
い
っ
ぱ
い
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

復
活
の
音
色
を
楽
し
み
、
復
興
へ
の
願
い
と
応
援
の
想お

も

い
を
い
っ
そ
う
確

か
め
合
え
る
の
で
は
な
い
か
、
再
び
こ
こ
か
ら
一
人
一
人
の
中
で
何
か
が

始
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
第
１
０
０
回
公
演

「
復
活
の
笛
」コ
カ
リ
ナ
と
う
た
で
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
IN
上
田
」（
２
月
23
日
）

記
事
投
稿
／
東
日
本
大
震
災
被
災
地
支
援
コ
カ
リ
ナ
＆
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
う
え
だ
実
行
委
員
会
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